
千里北公園

令和５年２月

吹田市

魅力向上 ワークショップ

第２回



１．ワークショップスケジュール

２．事業スキームの検討状況

３．第１回ワークショップのおさらい

４．社会実験の報告

５．公園の目指すべき姿（素案）

６．再整備計画

目次



１．ワークショップスケジュール

公園の利活用について考えよう！

令和4年9月

第１回

第２回 公園の目指すべき姿の素案を考えよう！

社会実験
公園を使って魅力向上の社会実験
を行います！

令和５年２月

令和4年10月15日(土)～18日(火)

本日



項目 内容

対象施設

千里北公園及び千里緑地（第２区の一部）

※北千里市民体育館、北千里市民プール、

自然体験交流センターの指定管理者は個別に選定し、

各指定管理者間で連携

再
整
備

手法
市発注事業
※Park-PFIは不実施

内容
・既存の公園施設の整備・改修(園路・広場、遊具、便所等)
・パークセンターの設置(機能等検討中)

費用 約３億円

管理運営手法 指定管理（指定期間：５年） R8～R12 【常駐】

スケジュール

(予定)

R5に費用対効果分析を行い、R6に実施設計を行った上で、
R7に再整備・公募をし、R8に指定管理を開始する

２．事業スキームの検討状況



３．第１回ワークショップのおさらい



３．目指すべき姿の実現に向けて

ワークショップや社会実験を通して頂いたみなさんの想いを3つのステップで実現していけ
たらと考えています。



４．社会実験の報告（ドッグラン実施概要）

目的：千里北公園の魅力向上策として
ドッグランを実施した場合のニーズや
課題等の把握

実施期間：令和4年10月15(土)～10月18日(火)

【実施結果】

※利用者にアンケートを実施

日付 天気 利用者数（組） アンケート回収数

10月15日（土） 晴れ 36 34
10月16日（日） 晴れ 56 49
10月17日（月） 雨 5 1
10月18日（火） 晴れ 53 32

合計 150 116



４．社会実験ドッグラン実施場所・実施風景



回答者の9割が常設された場合利用する

と答え、常設を強く望まれていることがわかった。

料金制の有無をはじめとする

管理運営面や設置場所と面積への不満を踏ま

えて、イベントとして定期的に開催することも考

えられる。

社会実験ドッグラン アンケート結果

４．アンケート結果の考察



５．「公園の目指すべき姿(素案)」について

○基礎資料
（公園の基本的な性格・役割、上位・関連計画上の位置づけ、北千里市民体育館・

北千里市民プール・自然体験交流センターの管理運営状況等）

○市民へのニーズ調査の結果

○公園利用者数調査の結果

○事業者へのサウンディングの結果

○第１回ワークショップでの意見

…etc

市が総合的に検討

「公園の目指すべき姿（素案）」



５．課題

公園施設の老朽化への対応

・公園施設の老朽化が進行
・特に遊具やトイレなど公園
には欠かせない施設への
対応が必要です。

公園資源を生かした
公園の使いこなし

・豊かな自然や公共施設をは
じめ、ピンク火山灰層、ウシノ
シッペイ、風の道等
・これまで以上に積極的な使い
こなしが必要です。

公園・スポーツ施設・
自然体験施設の連携強化

・現在公園と園内の公共施
設の管理運営は別々です。
・今後、各施設の連携を強
化できる組織体制等の検
討が必要です。

災害に強い都市づくりへの活用

・公園は広域避難地、北千里
市民体育館と自然体験交流
センターは避難所に指定
・災害に強い都市づくりに公園
を活用することが必要です。



５．魅力向上に向けた理念

「自然×生物×スポーツ×防災」

みどりの拠点

千里北 ＵＰＤＡＴＥ ⤴

千里北公園の魅力向上事業では、４つの課題への対応策として、ハード（再整備）とソフト（管理運営）
の両面からアプローチすることで相乗効果を図ります。
この相乗効果が発揮されることにより、千里北公園が市北部の生き物やスポーツ、防災の拠点＝「みどり

の拠点（GREEN BASE）」として機能することを目指します。



５．目標像（パークビジョン）

生き物や環境と
共生する

都市を形成！

緑豊かで
うるおいのある
都市生活
を実現！

災害に対して
レジリエントな
都市を形成！

市域北部のみどりの拠点と
して、今ある自然を適切に
保全して次世代へ継承しま
す。

今ある自然を育み生物多様
性と自然環境が豊かな公園
を創出します。

公園と自然体験交流セン
ターの管理運営を通して、
人が自然とがふれあう機会
を提供します。

広域避難地としての機能を高
めながら吹田市地域防災総合
訓練等を行うことで、災害時
に柔軟に対応できる公園を持
続的に確保します。

災害時における北千里市民体
育館と自然体験交流センター
との連携を強化する管理運営
体制の構築します。

今ある公園資源を最大限に活
かして休息、観賞、散歩、遊
戯、運動等に日常的に利用で
きる公園を創出します。

イベント開催や公園協議会運
営等により、市民・事業者・
行政の交流を促進します。

地域に応じた柔軟な公園利用、
多様なサービス提供、積極的
な市民活動等が行われる仕組
みを作ります。



J 遊戯・健康器具系施設ゾーン

A 多目的広場ゾーン

H 休息・散策ゾーン

D 樹林ゾーン F 修景･観賞ゾーン

G 水辺・親水ゾーン

外縁部ゾーン

K スポーツゾーン

M 駐車場ゾーン

凡例
C 入口広場ゾーン

L 展示・学習ゾーン

ネイチャーガイド

パークセンター
(機能等検討中)

花観賞や休憩ができる
公園エントランス

青空ヨガ

遊具広場

ドッグラン

歩きやすい園路

リニューアルされた
トイレ

自然の中の散歩道

ピクニック

公園協議会

吹田市地域防災総合訓練

５．魅力向上イメージ(西部地区)



５．魅力向上イメージ(東部地区)

歩きやすい園路 花観賞お花見景観に配慮したサイン

木陰で休憩

凡例

保存緑地

A 多目的広場ゾーン

H 休息・散策ゾーン

D 樹林ゾーン

G 水辺・親水ゾーン

外縁部ゾーンN 管理ヤードゾーン

水鳥等の生息環境の保全

湿地の植物
ウシノシッペイの保全



６．再整備計画(西部地区)

※パークセンターの設置
(機能等検討中)



６．再整備計画(東部地区)



魅力向上事業による千里北公園の変化

指定管理者の常駐 公園協議会の設置

施設の再整備東部地区との連続性

・安心安全が高まる
・公園の情報発信が増大する
・きめ細かな維持管理が実現
する

・市民や公共施設管理者等の
様々な視点での公園運営が
可能となる
・社会や公園利用者の変化に
対応した公園運営

・公園の利用範囲を拡張する
ことで、公園の利便性を高
める
・新たな公園利用を発見する

・安全で快適に公園を利用で
きる
・多様な人が利用できる公園
となる



千里北公園魅力向上
ワークショップ


